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フォトライフ協議会事務局長就任のご挨拶 
 

産総研・阪大 先端フォトニクス・バイオセンシング OIL 

招聘研究員 

中村 徳幸 

本年３月に定年退職となりましたが、４月より産総研・阪

大OILの招聘研究員として、お世話になっております。さら

に、ラボ長であるフォトライフ協議会会長の民谷先生から

のご指名を受け、事務局長に就任致しました。この場を借

りて、ご挨拶を申し上げる次第です。 

さて、令和２年度から始まった産総研の新たな中長期目

標期間（第５期：～令和６年度まで）における産総研のミッ

ションは、「世界に先駆けた社会課題の解決と経済成長・

産業競争力の強化に貢献するイノベーションの創出」とな

っています。そのような中で、経済成長・産業競争力の強

化に向けた橋渡しの拡充が謳われています。冠ラボや

OIL 等をハブにした複数の研究機関・企業の連携・融合で

は、具体的にはオープンイノベーションを進めるため、OIL

などをハブとして、これに異なる研究機関・企業の参加を

得るよう積極的に働きかけ、複数組織間の連携・融合研究

を進め、産学官連携・融合プラットフォームとしての機能を

強化・展開することを狙いとしています。この他、地域イノ

ベーションの推進や技術移転ベンチャーの創出・支援の強

化も掲げられており、これまで OIL で育んだ協議会での活

動は、まさに先駆的であったと言えます。 

また、産総研が今後、日本や世界の社会に対してどのよ

うな役割を果たしていくべきか。また、産総研に集う者にと

ってどのような組織であるべきか。その両面において、誰も

が理解し、共有することが出来るものとして、2021 年に以

下のような「産総研ビジョン」が策定されました。「未来をデ

ザインし、社会と共に未来を創る。互いを認め、共に挑戦

する研究所を築く。」といったことが掲げられています。さら

に、本年７月から産総研内の組織改編により、社会実装本

部が設けられ、企業連携や事業化により一層、注力するこ

とになりました。 

 

 

上のようなロゴも定まり、今後、パワポのテンプレートや

名刺で目にする機会が増えることと思います。 

協議会ニュースレターは２度目の登場となります（前回

は、２０２０年 3 月発行の第４号）。この２年と数ヶ月で全く予

想もしていなかった事態になったのは、ご承知のとおりで

す。あらゆることが一時停止してしまい、打つべき対策を

立て、それに対して何とか受け入れ、対応するといった流

れができたように思われます。業務もオンサイトからテレワ

ーク、会議や講義も対面からリモートへと、ソーシャルディス

タンスは受け入れられましたが、コロナは人と人との距離を

遠ざけてしまいました（介護状態であった身内の不幸もあ

り、しみじみと実感しました）。今、振り返ってみると、戸惑

いながらも新たな方策に対応しつつ、無駄なものが明らか

になり削ぎ落とされ、前へ進むための歩みを止めないこと

かと思います。すでに、第７波といった情報も漏れ伝え聞く

状況ですが、長い闘いとなった今、色々な制限も見直され

つつある中、元に戻るよりは新しい仕組みを考え、そのた

めの準備を整える、これこそが肝要ではないかと思う昨今

です。 

事務局長に就任しましたが、力不足で不慣れといった点

は承知しております。皆様には、色々とご迷惑をお掛けす

るかと思いますが、お力添えをいただきますよう、お願い申

し上げる次第です。 
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柔軟性や透明性を示すシート型センサと生体計測システムの開発 

大阪大学産業科学研究所 准教授／産総研 客員研究員    荒木 徹平 

同研究所 特任准教授／産総研 特定フェロー 植村 隆文 

同研究所 教授／産総研 客員研究員     関谷 毅 

 従来の電子デバイスは、硬い無機質素材を用いている

ため、生体へ接触して信号計測する際には、生体組織の

炎症や損傷を引き起こす。そこで、曲げ耐久性や可撓性

を備える基材や配線、半導体などが必要になり、フレキシ

ブルエレクトロニクスの研究開発が活発になされている。

著者らは、柔らかいだけでなく、目に見えない、「生体に溶

け込む次世代エレクトロニクス」を創出するなど、次世代デ

ジタル医療・ヘルスケアに資する研究開発を行っている。 

 ウェアラブル・インプラントむけデバイスは、疾患の早期

発見や治療を行うために長期利用が想定されており、生

体組織に対して低負荷な「機械的柔軟性」を示す必要が

ある。そこで、著者らは、曲げ・伸縮耐久性に優れる配線

基板を開発し、有機トランジスタ回路を実装することで超

柔軟なシート型センサを実現した[1–7]。シート型センサと

軽量な小型無線計測器を一体化したシステムにより、心

電[1]、脳波[2,7]、皮質脳波[3]、脈拍[4]、動作時の歪[5]

などの計測に成功した（図図１１）。特に、脳波（μV 程度）等を

低ノイズかつ長期無線計測（1 日～数か月）するデバイス・

システムが完成し[2,3,7]、アルツハイマー型認知症や睡

眠の質評価などを可能にする AI 信号処理技術までも構

築できた。一部技術は、スタートアップ企業の設立や、医

療・企業連携に至っている。 

図１ 開発したシート型センサとそのブロック図 

 さらに、目に見えない透明なシート型センサの開発にも

着手した[2,6,7]（図図１１）。実現した透明なシート型センサ

は、配線や有機半導体の新規実装プロセスにより構築し

た回路を内蔵しており、柔軟性に優れた生体活動電位セ

ンサとして機能する。柔らかいだけでなく、目に見えないセ

ンサは、ストレスなく日常生活で自然な生体応答がモニタ

リングできると期待されている。また、電位センシングと光

学的検査を同時に行うことも可能にするため、デバイスの

省面積化や検査プロセス効率化も期待できる。 

著者らが開発しているシート型センサは、柔軟性が高い

ため、あらゆる対象物表面に貼りついた状態で「違和感や

装着感なく」生体信号を長期計測できる点が特徴である。

また、シート型センサが透明性を同時に示す場合には、目

に見えないことから、究極の生体計測インターフェースとし

て注目を集めている。これらの特徴を生かして、医療やヘ

ルスケアだけでなく、農業・食品、インフラ等への応用を検

討しており、実社会の課題解決に向けた様々な取り組み

への展開を行っている。ご興味ある方はぜひお声がけくだ

さい。 

本取組は、産総研PhotoBIO-OIL デジタルヘルスケア

班の所属メンバーや、大阪大学 産業科学研究所 先進

電子デバイス研究分野の所属メンバーとの有機的な連携

により得た成果である。連携を頂いた多くの皆様に感謝の

意を表する。なお、本研究の一部は、産総研 PhotoBIO-

OIL、JST センター・オブ・イノベーション、ＪＳＴ 創発、ＪＳ

ＰＳ 科研費、ＮＥＤＯ関連事業などの助成によった。 
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体をみるラマン分光分析技術 

大阪大学大学院工学研究科物理学系専攻応用物理学 助教 熊本 康昭 

筆者は深紫外共鳴ラマン分光顕微鏡技術の開発により

博士号(工学)を取得した後，医学部の教員を４年，工学部

の教員を 3年，それぞれ務めています．医学部時代には，

医療現場のニーズを踏まえた研究開発を経験し，工学部

に戻った現在は，体をみるフォトニクス分子計測技術の研

究開発により未来医療基盤の創出を目指しています．本

稿では現在の取り組みの中から，医学部時代から続けて

いるラマン散乱光による末梢神経術中検知を紹介します． 

末梢神経は中枢神経系より分岐し，臓器や四肢につな

がる神経です．末梢神経を損傷すると，関連する身体の

機能が失われることから，外科手術では神経を温存する

手術が行われています．しかし，1 ミリ以下の細い神経は

肉眼的にも解剖学的にもリンパ管や結合組織と鑑別しづら

く，神経損傷による術後機能障害が発生することもありま

す．低侵襲化に向かう昨今の医療において，末梢神経術

中検知法の確立は重要な課題です．

筆者は，1 ミリ以下の神経の術中検知を可能とする技術

として，ラマン散乱光により末梢神経を鑑別する技術を開

発しています．ラマン散乱光のスペクトルすなわちラマン

スペクトルは，分子ごとに固有であるため，組成に差があ

る末梢神経とそれ以外の組織とでは異なります[1]．ラマン

スペクトルを利用することにより，分子情報に基づき末梢

神経と他の類似組織とを識別できます．また，ラマン散乱

分光では，試料の前処理は必要なく，またエネルギーの

低い赤〜近赤外の光を使うことにより試料の損傷を回避

できます．ラマン散乱光は体の中で温存したい末梢神経

の検知に向いていると筆者は考えています．

図１に，ラマン散乱光により末梢神経を鑑別する技術の

概略を示します．微弱なラマン散乱光による空間解析を

すばやく実施するため，多点同時ラマン分光技術を採用

しています．これにより，視野 4 ミリ内の 32 箇所のラマンス

ペクトルを測定時間 5 秒で取得できます．得られたラマン

スペクトルを判別分析し，光学像を利用して組織ごとの末

梢神経陽性箇所の割合を算出し閾値解析することにより，

末梢神経を他の生体組織と識別します．ラット摘出組織を

用いた実験では，直径 1 ミリ以下の末梢神経と結合組織と

を正確度 97.5%で識別することに成功しています[2]．この 

結果について，泌尿器科医や消化器外科医らから，十分

な検知成績であると評価されています．

図１ 末梢神経を鑑別するラマン分光分析技術の概略

現在は，筐体の小型化や腹腔内視鏡技術との融合など

に取り組み（図２），ヒトの体の中を安全にラマン分光測定

できる技術の確立を目指しています．しかし，ラマン分光

法の医療応用までのハードルは決して低くありません．フ

ォトニクス生命工学研究開発拠点を活用し医工融合を加

速させ，このハードルを超えていきたいと思っています．
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図２ 末梢神経ラマン検知用の

小型筐体（黒色部分）と硬性内

視鏡筒．硬性内視鏡筒は直径

1.2 センチ，長さ 25センチ．筐体

は内部にレンズやフィルター等の

光学素子を備えている．ラマン

分光測定用のレーザーや分光器

等は，小型筐体と光ファイバーに

より接続されている．赤色のペン

は，サイズ比較用． 
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Fujita, Yasushi Inouye 

田口剛輝 講演奨励賞(第 50 回応用物理学会春季学術講

演会)／2021/5/27 

田口剛輝, 植村隆文, 難波直子, Andreas Petritz, 荒木

徹平, 杉山真弘, 関谷毅 

田中宏知 ポスター賞（優秀賞）(応用物理学会関西支部

2021 年度第 1 回講演会)／2021/4/23 

田中宏知, 増井恭子, Zouheir Sekkat, 石飛秀和, 井上

康志 

 民谷栄一 フェロー表彰(応用物理学会)／2020/9/14 

永井秀典 先端分析技術賞(2020 年度日本分析化学会)／

2020/8/19 

杉山真弘 写真の採用(Nature Electronics, Volume 2 Issue 

8, August 2019 のカバーページ)／2019/8/15 

稲 岡 美 咲  Best Poster Award(The 22nd SANKEN 

International Symposium)／2019/1/15 

Misaki Inaoka, Shintaro Izumi, Shunsuke Yoshimoto, 

Toshikazu Nezu, Yuki Noda, Teppei Araki, Takafumi 

Uemura, and Tsuyoshi Sekitani 

竹本明寿也 研究奨励賞(第 27 回マイクロエレクトロニクスシ

ンポジウム秋季大会(MES 2017))／2018/9/8 

第 17 回・第 18 回 PhotoLIFE ワークショップ開催報告 

令和 4 年 3 月 2 日に第 17 回 PhotoLIFE ワークショップ

がオンライン開催され、11 社、合計 36 名にご参加いただ

きました。 

前半では、T 社研究所長より「企業薬物動態研究の現

状と今後の展望 ＝先進技術により可視化される医薬品

体内挙動のブラックボックス＝」、産業技術総合研究所 

生命工学領域 細胞分子工学研究部門 ステムセルバイ

オテクノロジー研究グループ 上級主任研究員 杉浦慎治

氏より「圧力駆動型生体模倣システム（PD-MPS）の開発」

のご講演をいただきました。 

 

後半では、大阪大学大学院工学研究科 物理学系専

攻応用物理学コース 教授 吉川洋史氏より「光技術が拓

く有機・生体材料の秩序構造形成～結晶化から臓器再生

まで～」についてご講演いただき、J 社からは話題提供い

ただきました。 

 令和4年6月6日に第6回総会ならびに第18回PhotoLIFE

ワークショップがハイブリッド開催され、17 社、計 57 名にご参

加いただきました。 

前半は、大阪大学国際医工情報センター、大阪大学大

学院医学系研究科 循環器内科学特任講師 岡山慶太

氏より「日本からめざす、産学医工連携と医療機器開

発」、神戸大学 産官学連携本部特命教授 竹内俊文氏

より「タンパク質センシング技術の社会実装へ」のご講演を

いただきました。 

 

後半は新規入会企業から企業紹介、産業技術総合研究

所 生命工学領域連携推進室長 金賢徹氏より「産総研

生命工学領域の連携推進」について、ご講演いただきまし

た。 
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